
一般社団法人ガーディアンズフォーヘルスアンドフリーダム 

（旧：一般社団法人ワールドカウンシルフォーヘルスジャパン） 

第 2 期（令和 6 年度）事業ならびに決算報告書 

１．事業年度 

2024 年 4 月 1日から 2025 年 3 月 31 日まで 

２．法人の概要と経緯 

当法人は「一般社団法人ワールドカウンシルフォーヘルスジャパン（ＷＣＨＪ）」として活動を行っていた。

しかし、2024 年 7 月に当時の事務局長による背任行為が発覚し、これを受けて英国本部との契約が解除され

た。当法人は警察に対して被害届を提出するとともに、弁護士の助言を受けながら WCH 本部との交渉を継続

し、2024 年 9 月末をもって正式に関係を解消した。その後、2024 年 10 月に法人名を「一般社団法人ガーデ

ィアンズフォーヘルスアンドフリーダム（ＧＨＦ：自由と健康を護る会）」に変更し、日本発の国際的市民

組織として新たに再出発した。2025 年 3 月 31 日現在の登録会員数は 9,486 人である。 

３．主な活動実績 

（１） 4 月 13 日：東京・東池袋中央公園の「パンデミック条約反対デモ」に参加（参加者数：約 2万人）。 

（２） 5 月 31 日：日比谷野外音楽堂で開催された「ＷＨＯから命をまもる国民運動大決起集会 in 日比谷野

音」に共同開催団体として参加（参加者数：約 3万人）。 

（３） 英国ＷＣＨ本部よりテス・ローリー医師ら 4名が来日し、東京・仙台にて集会を開催。 

（４） 2025 年 3 月：英国 Food for the Brain 財団と提携、Smart Kids Projectを支援。  

（５） ＧＨＦ代表が超党派国会議員の会にアドバイザーとして出席し、ＷＨＯ問題について発言。  

（６）「令和の百姓一揆」運動の支援 

このほか、全国各地で理事による講演、地域ボランティアによる街頭活動（ビラ配布、勉強会など）、各種

イベントの共催・後援を随時行った。 

４．次年度の方針と予定 

2025 年 6 月 15 日に全国キックオフイベントの開催を予定している。また、以下の政府への要請活動を展開す

る計画である。 

（１） ＷＨＯからの脱退の検討 

（２） ｍＲＮＡワクチン接種の中止とその科学的検証 

（３） エボラ出血熱研究施設の東京都内移転の中止要請 

５． 決算報告 

ＧＨＦの主体事業は個⼈並びに企業からの寄付によって運営している。また、 収益事業(課税事業)は令和 5 

年 9 ⽉ 9 ⽇に開催したキックオフイベントの録画をインターネット上で販売した売り上げのみである。 ま

た主な⽀出は、 ⼀般社団法⼈としての登録、 ホームページの運営、 キックオフイベントの運営、ＷＣＨと

の契約解除交渉に伴う弁護士費用等である。なお、代表理/理事は給与賃⾦等の⽀給は⾏われていない。 

以上の通り、2024 年度の活動をここに報告いたします。 

2025 年 6 月吉日 

   一般社団法人ガーディアンズフォーヘルスアンドフリーダム 

      代表理事 柳澤 厚生 


















